（R07　冬　府高教　専門部【実習教員部】）
項目２、３
○　総括実習教員の選考は、公正・平等に行っているところ。

○　総括実習教員については、実習教員の業務を総括する職と位置付け、取りまとめ等を行うこととしているため、職の任用数に一定の制限を設けざるを得ないことから、任用枠の拡大は困難である。
項目７
○　採用選考の受験資格年齢については、キャリア形成の観点から設定しているもの。
項目９
〇　実習教員は主な職務として大阪府立の高等学校における理科実験、家庭科実習等に関する業務や、大阪府立の支援学校における自立活動、日常生活訓練等を担うほか、学校運営や校務分掌等に関する業務を担う。
項目１５
○　実習教員の人事異動については、①学校に清新の気風を醸成するとともに､教職員の経験を豊かにし、資質の向上を図る。②高等学校の特色づくり・再編整備に係る人材配置を計画的に推進する。③職員個々の要件に配慮した人事を行うため、各学校の実情を踏まえながら計画的な人事異動の導入を本格的に行った。

○　また、計画的な人事異動に伴う手順については、人事異動が円滑に行えるよう「異動予定者伝達」⇒「内示」⇒「人事異動」という手順で人事異動を行うこととしたところ。

○　今後とも、計画的人事を進めるにあたっては、適材適所という観点から、個々人の経験等も考慮して、適切に行ってまいる。
項目２４
○　理科・家庭科の備品・消耗品の更新については、限られた予算の範囲内で各校と調整しながら対応しているところです。本府の財政状況は厳しい状況にありますが、今後とも引き続き予算の確保に努めてまいります。

○　学校で保管している不用薬品等の廃棄処理について、平成11年２月23日付け教委高第926号により通知しており、その中で、平成11年度以降、すべての不用薬品については、各学校で執行計画を定め、学校管理費の範囲で各学校が処理業者と契約し処理することとしています。

項目２４
○　使用していない化学薬品の処分については、廃液処理と同様に各学校へ配当している予算にてご対応いただいているところ。今後も各学校の実情に即した予算配分に努めてまいる。

○　使用していない化学薬品の処分により、既存の学校予算が不足する場合は、実情に即した予算配分に努めてまいる。

○　厳しい財政状況の中ではあるが、今後とも必要な予算額の確保に努めてまいる。
項目２５
(エ)　新規採用実習教員研修では、「専門教科の実験・実習の進め方―安全管理・衛生管理等―」と題した実験、実習に関わる研修を５月に実施している。今後も、本研修の充実に向けて内容の検討を進めるとともに、実習教員が職務遂行能力を養うために必要な研修を実施してまいる。
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